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広食性天敵オオメカメムシ及びヒメオオメカメムシの産卵特‘性の解明

並びに累代飼育法の開発
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Ｉ緒 目

広食性の捕食者であるオオメカメムシ類は、海外で

は農業生態系における有力な土着天敵として認識され

（TamakiandWeeks、１９７２；CrockerandWhitcomb、

1980；Sweet、2000)、北米に生息するGeO“γｊＳ’”C”２Ｓ

(Say)を中心に様々な研究が進んでいる。日本にはオオ

メカメムシＰ"CW'ｊＳ”γ”Ｓ（Uhler)、ヒメオオメカメムシ

GeOCOγｊＳｌｍ蛇Z4SDistant、Ｇ,OCjb”彫〃Ｓ（Fieber)、チビオ

オメカメムシＧ､〃"“"”ｓ（Fieber)、クロツヤオオメカ

メムシf611qgEOCひγｆＳ加砿（Horvath)が生息しており（宮

本・安永、１９８９；安永ら、１９９３；Miyamotoetal.､2003)、

このうちオオメカメムシ及びヒメオオメカメムシはダニ

類やアブラムシ類など施設園芸で問題となる農業害虫を

含めた小昆虫の捕食者として知られている（安永ら、

1993)。その捕食特性に関しては、オオメカメムシを中

心に野外における複数の観察事例があり（Ｈｉｒｏｓｅｅｔａｌ.、

1999；務川ら、２００６；大野、１９５５；大野、１９６６；渡辺、

1975)、園芸作物の害虫に対する生物的防除資材として

の利用が期待される。しかし、室内で人工物を用いて採

卵するために必要なこれら２種の産卵特性についての知

見はなく、詳細な生態解明や生物農薬化に不可欠となる

飼育法も開発されていない。そこで本研究では、野外の

オオメカメムシの植物上における産卵部位を観察した。

また、室内でオオメカメムシ及びヒメオオメカメムシの

産卵特性を調査し、これに基づく累代飼育法を開発した

ので、その結果を報告する。なお本研究の一部は、先端

技術を活用した農林水産研究高度化事業「環境にやさし

い在来天敵オオメカメムシ類を用いた園芸作物害虫防除

に関する研究」において実施した。

2007年10月１日受理

＊Ｉ現千葉県農林水産部農業改良課

５３

Ⅱ材料及び方法

１．野外植物上におけるオオメカメムシの産卵部位

2007年５月１６日に、千葉県農業総合研究センター生産

環境部応用昆虫研究室（千葉県東金市）敷地内のオオメ

カメムシが常発する雑草地において､クズＰｚ４”γれん"”

(Will｡.）Ｏｈｗｉの展開した複葉15枚、未展開の複葉２枚、

新芽２個及び蔓２本、セイタカアワダチソウＳｂﾉjkjtZgひ

α雌s"αＬ、及びヨモギＡγ”@たわ’γ伽C幼sPampan・各１５

株、カナムグラＨｉ"，Z"ﾉ"ｓ”0"”SSieb・ｅｔＺｕｃｃ．及び

ヤブガラシQZy7zZ””0卸”（Thunb.）Gagn．各３株を

地際で切断して採取し、実体顕微鏡下で各部位への産卵

数を調査した。

２．発育所要日数及び捕食数

オオメカメムシ及びヒメオオメカメムシを安定的かつ

効率的に飼育するための基礎データを得るため、幼虫期

の発育所要日数並びに捕食数を調査した。

(1)供試昆虫

試験には、2000年５月に応用昆虫研究室の敷地内に自

生していたヨモギから採集したオオメカメムシ及び'999

年９月に同敷地内のハウスで栽培されていたキク

CｶﾂGySα"肋e郷〃柳”加"""Ｒａmat・から採集したヒメオ

オメカメムシを用いた。両種の餌には、1996年秋に木更

津市、山武市（旧成東町）、匝瑳市（旧野栄町）及び

富里市のピーマンＱゆsjc"〃α"""邸”Ｌ、から採集し、

Shimizuetal．（2006）の方法で人工飼料（インセクタ

LFS、日本農産工業（株)）を餌として累代飼育されたオ

オタバコガ”jbmﾉりゆαα”鞍”（Hubner)の卵を用いた。

(2)試験方法

試験は2001年に実施した。内径41mm×高さ20mmのガラ

スシヤーレに直径47mmの櫨紙を敷き、オオタバコガに産

卵させたキッチンペーパー（リードペーパー、ライオン

（株)、以下同製品）の断片（冷凍保存したもの）を入

れた。ここに、牌化後24時間以内のオオメカメムシまた

はヒメオオメカメムシの１齢幼虫を１頭放ち、逃亡を防

止する目的でキッチンペーパーを１枚挟み込んで蓋をし
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た後、２６℃、明期15時間、暗期９時間（以ド26℃、１５１

：９，とする）条件下に続いた。餌の交換は原則として

３日または４日毎とした。

オオメカメムシを78頭、ヒメオオメカメムシを.17頭供

試したが、幼虫期発育日数及び捕食数は羽化した個体の

値（オオメカメムシ雌６頭及び雄５頭、ヒメオオメカメ

ムシ雌19頭及び雄13頭）のみを用いて算出した。また、

生存率の算出対象は試験開始２ＦＩＩ|以降に生存したオオ

メカメムシ39頭及びヒメオオメカメムシ45頭のみとし、

試験開始前の体の損傷等による影斡を受けた可能性があ

る試験開始翌日の死亡虫（オオメカメムシ39頭及びヒメ

オオメカメムシ２頭）は除外した。

(3)調査方法

試験開始１日後から各個体が羽化または死亡するまで

の間、生死を毎日確認し、生存個体については脱皮の有

無及びオオタバコガ冷凍卵の捕食数をあわせて調盗し

た。完全な吸汁が確認できた卵数を捕食数とした。

３．人工物に対する産卵特性

産卵基質としての適性を比較するために、厚みや起毛

性の異なるシート状の素材を飼育容器に入れ、それぞれ

への産卵数を調査した試験は2007年に実施した。

(1)供試昆虫

発育所要日数の調査と同じ個体群をもとに、職人した

スジコナマダラメイガ邸ｈ“伽ル"βｈ"〃"aZellerの冷凍

卵及び水を与えて、２６℃、ｌ５Ｌ：９１)条件下で飼育したオ

オメカメムシ及びヒメオオメカメムシを供試した

(2)試験方法及び調査方法

内径8611Ⅲl×浦iさ20111mのガラスシーＹ－レに面径9011,,,,の施

紙を敷き、水を含ませた直径１０Ⅱ'11,の綿球を２個入れたス

クリュー管の蓋（内径21Ⅱln1×高さl2IIllll）及びスジコナマ

ダラメイガの冷凍卵を貼り付けたカバーアップテーフ

（住友スリーエム（株)）の断片（8111Ⅲ×811,m）を''1央

に置いた。これらのﾙ1illmに、2011Ⅲ1×201ⅡⅢの大きさのコピ

ー用紙（厚さ約0.08ⅢⅢ)、キッチンヘーパー（厚さ約１

１ⅢⅡ）及び脱脂綿片（厚さ約２１'Ⅲl）をランダムに配慨し、

ここに、交尾済みのオオメカメムシまたはヒメオオメカ

メムシの雌成虫を１頭放って畿をした後、２６℃、１５１：

９１)条件ドに侭いた。７２時間後に各礎材への産卵数をI淵

査した。試験にはlIIIi祁それぞれ25頭を川いた。

４．累代飼育法の検討

前記１．～３．の試験により明らかとなったオオメカ

メムシ及びヒメオオメカメムシの特性を踏まえ、スジコ

ナマダラメイガの冷凍卵を餌、脱脂綿を産卵場所として

5‘Ｉ

ﾉj､え、水場をi没けて集l;11鯛青することによるiIilj樋の累代

飼育法を検討した。試験は2()07年に実施した。

(1)幼虫の飼育方法及び羽化率

内径115ⅢⅢ×商さ3011Ⅲlのガラスシヤーレにii![径125111111の

施紙を敷き、合計約'1.5IilLの水を含ませた直径lOIllⅢの綿

球５個を入れたii1i〔径35Ⅱ1111×商さ14ⅡⅡ１１のプラスチックシャ

ーレの本体１個、201Ⅲ'１角のキッチンペーパーハ･を敷き

0.19のスジコナマダラメイガ冷凍卵を!|iIiせた同プラスチ

ックシャーレの雑２個、及び縦約20111111×横約30111111×厚さ

約lOIllII1のＳ字状ポリスチレン製緩術材５個を写真１のよ

うに配瞳した。ここに僻化後24時間以内のオオメカメム

シまたはヒメオオメカメムシの１齢幼虫を30頭放ち、逃

亡を防止するl1的でキッチンペーパーを１枚挟み込んで

雛をした後、２６℃、ｌ５Ｌ：９１)条件Ｆに侭いた。餌及び水

の交換は原則として３日または４日毎とした。全ての個

体が羽化するまでの間、餌交換時に齢期別の生存虫数を

調査した。試験は５反復とした。

写真１累代飼育に川いた飼育容器（幼虫川）

注)Ａ：水を含ませた綿球５個を入れたブラスチックシ．Y－し（本

体)、Ｂ：キッチンヘーバーを敬きスジコナマダラメイガの冷

凍卵をＩｌｉＩとせたフﾗｽﾁｯｸｼ･Ｉ．-し(雑)､C:5字状ホリス

チレン製継術材

(2)採卵方法及び雌卵数

幼虫の飼育祥器に脹卵堆庇を追加して採卵装蔽とし

た。戒径lOI''１１'の綿球２１|,Iilをほぐしl()片程度に分制したも

のを瀧卵堆価とし、これらを緩術材の'111と’二に配慨した。

ここに、交雌済みのオオメカメムシまたはヒメオオメカ

メムシの雌雄成虫各1()頭を放ち、幼虫とlIil様の方法で飼

育した。伽交換時にﾉ》”|雌使、シーＹ－レに挟んだキッチ

ンペーハー及び餌のドに価いたキッチンペーパーを1111収

し、それぞれへの産卵数をI淵在した。試験は５反復とし

た。
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２．発育所要日数及び捕食数

幼虫期合計の所要日数はオオメカメムシのほうがヒメ

オオメカメムシと比較して約6.5日程度長く、特に５齢

幼虫期の長さに明らかな差があった（第２表)。同様に

雌雄間で比較した場合、オオメカメムシでは統計的に有

意な差が認められなかったが、ヒメオオメカメムシでは

雄のほうが雌よりも有意に長く、その差は約1.2日であ

った。両種とも１齢幼虫期の生存率は低かったが、ヒメ

オオメカメムシでは２齢に達した個体はほぼ全て羽化し

た（第３表)。一方、オオメカメムシはその後も生存個

体数が漸減し、４齢及び５齢幼虫期の生存率もやや低か

った。

オオタバコガ冷凍卵に対する捕食数は、両種とも齢が

進むにつれて多くなった（第４表)。オオメカメムシは

すべての齢期でヒメオオメカメムシより捕食数が多く、

幼虫期の合計捕食数は雌で約2.9倍、雄では約2.4倍であ

った。オオメカメムシの捕食数はすべての齢期で雄より

も雌が多かった。一方、ヒメオオメカメムシの捕食数は、

４齢及び５齢幼虫期には雌が雄を上回ったが、１～３齢

幼虫期は雌雄ともほぼ同等であった。また、日齢別捕食

数は両種とも各齢期前半で多く、特にオオメカメムシの

３～５齢幼虫期ではその傾向が顕著であった（第１図)。

Ⅲ結 果

１．野外植物上におけるオオメカメムシの産卵部位

野外から採集した植物上にはオオメカメムシの産卵が

確認できた。観察結果を第１表に、実体顕微鏡下(20倍）

で撮影したクズ、セイタカアワダチソウ、カナムグラ及

びヤブガラシの葉裏と産みつけられたオオメカメムシの

卵を写真２に示した。クズ及びセイタカアワダチソウの

展開葉の裏面のみにそれぞれ合計10個及び１個の産卵が

確認された。一方、ヨモギ、カナムグラ及びヤブガラシ

では卵は認められなかった。

第１表オオメカメムシ発生地において産卵が確認

された植物（2007年５月１６日、東金市油井）

詞
郵
数

調脊対象
備考撞紘

５５

部位点数

写真２産卵調査の対象とした野外植物の展開葉の葉裏及び

オオメカメムシの卵

注）Ａ：クズ（毛茸多、産卵多）

Ｂ：セイタカアワダチソウ（毛茸少、産卵少）

ｃ：カナムグラ（毛茸少、産卵なし）

Ｄ：ヤブガラシ（毛茸少、産卵なし）

クズ複蕊(展開葉)、表１５０

二〆
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第２表２６℃、ｌ５Ｌ：９，条件下においてオオタバコガ冷凍卵のみを餌として与えた場合のオオメカメムシ

及びヒメオオメカメムシの幼虫期発育日数

供試虫数 発育日数（日）2）
種名性別

(頭)'）１齢幼虫２齢幼虫３齢幼虫４齢幼虫５齢幼虫幼虫期合計

オオメカメムシ雌６６．２±０．１６５．３±０．０９５．８±０．０７６．５±０．０９１０．７±０．１４３４．５±０．３１

雄５６．２±０．１７５．０±０．００５．２±０．１７６．６±０．１１１０．６±０．２３３３．６±０．２３

ﾋﾒｵｵﾒカメムシ雌１９５．７±０．１５４．３±０．１３４．６±０．１７５．５±０．２３６．９±０．１９２７．１±０．３１＊3）

雄1３６．２±０．３０４．５±０．２４４．７±０．１７５．３±０．１７７．５±０．１８２８．３±０．４６

注ｌ）

２）

３）

羽化個体数（発育途中で死亡した個体を除く)。

羽化個体のみのデータに基づく値。平均±標姻韻差。

＊有意水地0.05で雌雄間に有意な差があることを示す（t検定)。

第３表２６℃、ｌ５Ｌ：９，条件下においてオオタバコガ冷凍卵のみを餌として与えた場合

のオオメカメムシ及びヒメオオメカメムシの各齢期における生存率

生存率（％）

種名

1齢幼虫２齢幼虫３齢幼虫４齢幼虫５齢幼虫幼虫期合計

オオメカメムシ６１．５(39）９１．７(24）９０．９(22）７５．０(20）７３．３(15）２８．２(39）

ﾋﾒｵｵﾒカメムシ７７．８(45）９７．１(35）９７．１(34）ｌＯＯ（33）９７．０(33）７１．１(45）

注ｌ）（）内の数字は供賦個体数を示す。

２）試験開始の翌日に死亡した個体（オオメカメムシ39頭、ヒメオオメカメムシ２頭）は生存率算出の対象

から除外した。

第４表２６℃、ｌ５Ｌ：９，条件下においてオオタバコガ冷凍卵のみを餌として与えた場合のオオメカメムシ及び

ヒメオオメカメムシの各齢期における総捕食数

供試

種名性別虫数
（頭)'）

オオタバコガ冷凍卵捕食数（個)2）

1齢幼虫２齢幼虫３齢幼虫４齢幼虫５齢幼虫幼虫期合計

オオメカメムシ雌６２０．３±６．７３６．３±１０．７６９．５±25.9121.7±29.0274.8±50.5522.7±９４．３＊3）

雄５１９．０±３．２３５．２±６．２５６．８±２４．２８４．４±24.5178.0±24.9373.4±５４．６

ヒメオオメカメムシ雌１９１１．３±２．５１５．７±４．８２１．８±５．８４６．３±１５．１８７．５±14.1182.6±２４．６＊*3）

雄１３１１．２±４．０１６．４±４．１２０．９±４．３３８．０±１２．７６８．０±12.4154.5±２１．９

注１）

２）

３）

羽化個体数（発育途中で死亡した個体を除く）。

羽化個体のみのデータに基づく値（完全に吸汁された卵のみを計数)。平均±標幽偏差。

＊、＊＊有意水地0.05または0.01で雌雄間に有意な差があることを示す（t検定)。
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